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《将来に向けた取組方針》
住友商事グループの事業活動は、地球上の多様な生物とそれらのつながりにより生み出される生物多様性がもたらす恵みに大きく依存しています。従っ
て、当社グループの環境方針で明示している通り、自然生態系等の環境保全ならびに生物多様性の維持・保全に十分配慮することは当社グループにとっ
て重要な課題であると認識しています。生物多様性に重大な影響を与え得る事業活動に関して、生物多様性への依存・影響を把握した上で、生態系への
影響を最小化し、回復にも寄与することに努めます。 
新規事業の審査過程や既存事業のモニタリングにおいても、生態系への影響を含む社会・環境に関するリスクの評価や管理・改善状況の確認を行っています。

〈具体的取組み事例〉“No Net Loss, Net Gain”を目指すアンバトビー・プロジェクト
ニッケル、コバルト等の供給拡大に向けて、2007年からマダガスカル共
和国で建設を進めてきた世界最大級の鉱山開発事業である「アンバトビー・
プロジェクト」では、”No Net Loss, Net Gain”を環境目標に掲げ、独自
の生物多様性プログラムを実施しています。

アンバトビー・プロジェクトは、採掘場や精錬工場、パイプライン等の多
くの施設を新たに建設・運営するため、周辺の環境に与える影響も少なく
ありません。特にマダガスカルには、1,000種もの希少動物が生息する世
界的にも貴重な自然環境が残されています。そのため、アンバトビー・プ
ロジェクトでは、こうした自然環境に対する十分な配慮のもとに開発・運
営を進めるため、全てのサイトへの影響が考慮された生物多様性プログラ
ムを実施しています。プロジェクトの計画・実行に際しては、ISO14001
に基づいた「アンバトビー環境マネジメントシステム（EMS）」に則った
管理を行っており、マダガスカルの国内法の遵守はもちろん「世界銀行セー
フガード・ポリシー」をはじめ「国際金融公社（IFC）パフォーマンス・
スタンダード」「世界保健機構（WHO）基準」「赤道原則」等、さまざま
なガイドラインに準拠した環境マネジメントを実施しています。
また、アンバトビー EMSのもと、動植物・海洋生態系を含むいくつかの
重点分野を定め、建設・操業・閉山時に工場・港湾施設等、事業に関連す
る地点において管理計画を策定し、計画に基づいた運営も行っています。
例えば、鉱区の開発にあたっては、約1,600haの鉱山サイトの周辺に、
樹種に棲み着いた生息動物が移動できるようバッファーゾーン（緩衝地帯）
を設けました。その他、国際環境NGO等と共同で実施した生態調査の結果、

保護が必要と判断された絶滅危惧種等については、保護区内に移植したり、養魚シ
ステムで飼育したりする等、さまざまなプログラムを実施して生態系への負荷低減
を図っています。
さらに、生物多様性プログラムの一環としては、政府や地域コミュニティ、保全・
開発NGOと協力し、IFC及びBBOPの基準を適用して大規模な「生物多様性オフ 
セットプログラム」も推進しています。これは開発による生態系への影響を、別の
生態系を復元・創造する等し、緩和しようというアプローチであり、具体的には開
発地域に類似した生態系を持つアンケラナ地区で森林6,800haの保全を行ってい
る他、採掘場近隣エリアの保全やパイプライン埋設後の再植林、閉山後に向けた採
掘場の再植林等も含め、4カ所の保全エリアで、インパクトを受けたエリア面積の
約9倍の総面積（14,000ha以上）の保全によりNet Loss
をオフセットしました。なお、オフセットを含む生物多様
性プログラムにおいては、事業による影響だけでなく、そ
れ以前に受けた影響についてもコントロールする包括的ア
プローチを取っています。

希少植物の調査及び保全希少種カンムリシファカ伐採後の再植林


